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会
長
挨
拶

後
援
会
会
長　

篠
田　

恒
夫

り
時
間
管
理
を
し
っ
か
り
行
な
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
あ
る
自
分
は
、

過
去
の
勉
強
、
経
験
の
蓄
積
で
す
。

常
日
頃
の
努
力
が
、
将
来
大
き
な
成

果
・
リ
タ
ー
ン
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
下
さ

い
。
マ
ナ
ー
は
ル
ー
ル
で
は
な
く
、

相
手
を
思
い
や
る
心
遣
い
で
す
。

　

結
び
に
、
東
京
聖
栄
大
学
の
益
々

の
ご
発
展
と
教
職
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
祈
念
致
し
ま
す
と
共
に
、
卒
業

生
の
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

春
陽
の
候
、
後
援
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
事
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

吹
奏
楽
同
好
会
は
、
昨
年
三
月
の

卒
業
式
に
校
歌
と
蛍
の
光
の
演
奏
を

行
い
ま
し
た
。
十
月
に
は
、
今
後
の

学
内
外
の
活
動
を
応
援
す
る
為
、
本

学
よ
り
楽
器
の
寄
贈
が
決
ま
り
、
福

澤
理
事
長
・
学
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
吹
奏
楽
同
好
会
の
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
春
卒
業
さ
れ
ま
す
皆
様
は
、
長

く
厳
し
い
就
職
活
動
を
経
験
さ
れ
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
、
企
業
人
・
社
会

人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
大
学
を

巣
立
っ
て
い
く
事
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
三
つ
の
事
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
挨
拶
を
き
ち
ん
と
し
て
下

さ
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基

本
は
挨
拶
か
ら
で
す
。

　

次
に
、
継
続
し
て
勉
強
を
し
て
下

さ
い
。
社
会
人
に
な
る
と
、
学
生
時

代
と
違
い
自
由
な
時
間
が
大
幅
に
減

平
成
二
十
四
年
度
保
護
者
会
報
告

　

保
護
者
会（
後
援
会
・
大
学
共
催
）

が
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
九
日

（
土
）、
六
十
名
の
保
護
者
の
方
の
参

加
の
も
と
、
開
催
さ
れ
た
。
ま
ず
始

め
に
全
体
会
が
本
学
一
号
館
四
階
の

講
堂
に
て
十
三
時
よ
り
開
催
さ
れ
、

篠
田
恒
夫
後
援
会
会
長
の
挨
拶
、
松

本
信
二
健
康
栄
養
学
部
長
の
挨
拶
の

後
、「
各
学
科
の
現
状
と
課
題
（
報

告
）」
に
つ
い
て
、
阿
左
美
章
治
管

理
栄
養
学
科
長
、
丸
井
正
樹
食
品
学

科
長
よ
り
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
会
場
を
移
し
学
科
・
学
年
別

懇
談
会
が
ク
ラ
ス
担
任
を
中
心
に
懇

談
形
式
と
、
個
別
懇
談
形
式
を
併
用

し
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
後
会
場
を

多
目
的
ホ
ー
ル
へ
移
し
、
教
職
員
と

の
情
報
交
換
会
（
希
望
者
の
み
）
が

行
な
わ
れ
、
担
任
以
外
の
各
教
科
担

当
教
員
も
交
え
て
、
懇
談
会
で
は
話

題
に
挙
が
ら
な
か
っ
た
内
容
な
ど
に

つ
い
て
の

質
問
、
意

見
交
換
が

活
発
に
行

な
わ
れ
、

有
意
義
な

時
間
が
持

た
れ
た
。

保
護
者
会
に
参
加
し
て

１
Ｆ
Ａ　

川
又　

靖
則

　

四
月
に
東
京
聖
栄
大
学
に
入
学
し

て
約
半
年
余
り
、
大
学
の
先
生
方
の

丁
寧
な
説
明
と
明
朗
活
発
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
東
京
聖

栄
大
学
で
学
べ
る
喜
び
だ
け
で
な

く
、
安
心
し
て
我
が
子
を
お
願
い
出

来
る
素
晴
ら
し
い
環
境
と
設
備
を
保

障
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
有
難
く
感
じ

ま
し
た
。
参
加
者
の
自
己
紹
介
が
は

じ
ま
り
、
と
て
も
な
ご
や
か
な
歓
談

と
な
り
一
人
一
人
大
学
へ
の
想
い
、

希
望
な
ど
を
具
体
的
に
話
す
こ
と
が

で
き
、
参
加
者
全
員
が
発
言
す
る
機

会
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
こ
れ
か
ら
の
知

識
の
研
鑽
、各
自
の
進
路
に
対
し
て
、

指
導
し
て
い
た
だ
く
先
生
方
の
熱
意

が
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
本
当
に
入

学
さ
せ
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
学
業
の
成
績
は
も
ち
ろ
ん
大
切

な
事
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
東
京

聖
栄
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
、

た
く
さ
ん
あ
り
、
し
っ
か
り

ご
指
導
し
て
い
た
だ
く
事
を

お
願
い
し
た
次
第
で
す
。
終

了
後
、
懇
親
会
で
は
大
学
の

先
生
方
と
も
お
話
が
で
き
、

東
京
聖
栄
大
学
イ
ズ
ム
も
お

伺
い
し
ま
し
た
。
参
加
し
て

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

保護者会

昨年の卒業式での演奏

「聖栄葛飾祭」での演奏

◆
活
躍
す
る
吹
奏
楽
同
好
会
◆

大
学
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ホ
ル
ン
と

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
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卒
業
や
年
度
末
を
ひ
か
え
た
こ
の

時
期
、
四
年
次
生
は
管
理
栄
養
士
国

家
試
験
の
出
願
を
終
え
、
心
新
た
に

模
擬
試
験
や
対
策
勉
強
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
学
内
は
四
年
次
生
の
熱
気

と
学
年
仕
上
げ
の
定
期
試
験
に
臨
む

学
生
た
ち
の
緊
張
感
で
満
ち
て
い

る
。
特
に
、
四
年
次
生
は
直
前
講
習

会
で
指
摘
さ
れ
た
苦
手
分
野
の
克
服

に
昼
夜
を
舎
か
ず
取
り
組
ん
で
い

る
。
三
年
次
生
は
臨
地
実
習
が
本
格

化
し
、
事
業
所
や
医
療
機
関
な
ど
現

場
で
の
実
践
学
習
を
体
験
し
、
ま
た

十
二
月
に
は
栄
養
士
実
力
認
定
試
験

を
受
験
し
、
学
生
個
々
の
現
在
の
実

力
を
確
認
し
、
真
価
が
問
わ
れ
る
四

年
次
の
改
め
て
の
ス
タ
ー
ト
に
照
準

を
合
わ
せ
て
い
る
。

　

管
理
栄
養
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
一
・
二
年
次
か
ら
専
門
性
が
強
く

タ
イ
ト
な
編
成
に
な
っ
て
お
り
、
ゆ

と
り
教
育
世
代
の
学
生
達
に
と
っ
て

基
礎
学
力
の
充
実
と
目
的
意
識
を

し
っ
か
り
持
つ
必
要
が
あ
る
。
学
科

で
も
こ
の
こ
と
を
最
重
要
課
題
と

し
、
平
成
二
十
四
年
度
入
学
生
か
ら

管
理
栄
養
学
科

国
試
合
格
に
向
け

更
な
る
指
導
と
サ
ポ
ー
ト

管
理
栄
養
学
科
長
　
阿
左
美
章
治

は
、「
管
理
栄
養
士
概
論
」、「
リ
テ

ラ
シ
ー
」
を
開
講
し
、
管
理
栄
養
士

を
目
指
す
た
め
の
導
入
教
育
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
生
の
学
力
不

足
と
学
習
意
欲
の
低
下
へ
の
対
応
を

進
め
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
平

成
二
十
五
年
度
か
ら
推
薦
入
学
生
を

対
象
に
「
化
学
」、「
英
語
」
の
自
宅

学
習
を
入
学
前
教
育
と
し
て
導
入
し

基
礎
学
力
の
向
上
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、
四
月
の
新
入
生
研
修
会
で
は

短
期
大
学
卒
業
生
で
現
在
管
理
栄
養

士
と
し
て
第
一
線
で
活
躍
す
る
先
輩

の
講
演
会
を
企
画
し
て
い
る
。

　

管
理
栄
養
学
科
で
は
、
今
年
度
よ

り
四
年
次
生
の
希
望
研
究
室
配
属
形

式
で
実
施
し
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅰ
・
Ⅱ

の
学
習
効
果
が
国
試
合
格
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
新
年
度

も
全
教
員
を
挙
げ
て
、
学
生
各
自
の

学
習
、
国
試
受
験
お
よ
び
就
職
活
動

に
更
な
る
指
導
と
サ
ポ
ー
ト
を
続
け

て
い
く
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入
学

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
友

人
を
介
し
た
人
間
関
係
の
形
成
能
力

や
社
会
人
と
し
て
の
適
合
能
力
の
育

成
を
目
的
と
し
た
教
育
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
遂
行
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
選
択

科
目
あ
る
い
は
任
意
参
加
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
あ
る
が
、
文
部
科
学
省
と
教

育
界
で
重
点
課
題
と
し
て
い
る

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
一
環
と
し
て

本
学
も
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。
保

護
者
の
皆
様
に
は
経
済
的
な
ご
負
担

と
な
り
、
誠
に
心
苦
し
い
こ
と
で
あ

る
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
す
る
。

　

食
品
学
科
の
就
職
率
は
今
春
の
卒

業
生
も
世
の
中
の
不
況
に
も
関
わ
ら

ず
、
例
年
並
に
落
ち
着
く
見
通
し
で

あ
る
。
こ
れ
は
後
援
会
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
と
卒
業
生
の
活
躍
の
賜
物
で

あ
り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
大

学
の
発
展
は
、
い
か
に
多
く
の
卒
業

生
が
世
に
活
躍
し
て
い
る
か
に
懸

か
っ
て
い
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
教
職

員
は
有
能
か
つ
社
会
に
通
用
す
る
人

材
を
育
成
す
べ
く
、
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

「
学
内
企
業
説
明
会
」

四
日
間
に
亘
り
開
催

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、
社
会
的
・

職
業
的
に
自
立
で
き
る
よ
う
に
文
部

科
学
省
が
推
進
し
て
い
る
教
育
で
、

本
学
で
は
平
成
二
十
六
年
度
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
正
時
に
導
入
す
べ
く
準

備
を
進
め
て
い
る
。食
品
学
科
で
は
、

学
生
数
の
増
加
に
伴
い
授
業
数
が
増

え
、
加
え
て
新
た
な
教
育
目
標
が
設

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
教

育
の
充
実
化
が
求
め
ら
れ
る
。
今
年

度
ま
で
一
年
次
で
実
施
し
て
い
た

「
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
」
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
関
連
科
目
と
し
て
平
成
二
十

六
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
キ
ャ
リ

ア
リ
サ
ー
チ
」
の
一
項
目
と
し
て
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
単
位
の
一
部

に
組
込
ま
れ
る
予
定
で
あ
る
。
実
施

時
期
を
二
年
次
に
移
行
す
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
平
成

二
十
五
年
度
入
学
生

か
ら
先
行
実
施
さ
れ

る
。
こ
の
移
行
措
置

に
よ
り
、
一
年
次
で

は
新
入
生
宿
泊
研
修

と
市
場
見
学
、
二
年

次
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド

研
修
、
三
年
次
で
は

食
品
学
科

キ
ャ
リ
ア
教
育
導
入
に
向
け
て

食
品
学
科
長
　
丸
井
　
正
樹

国家試験対策講座（管理栄養学科）

インターンシップ成果報告会（食品学科）

時
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
か

ら
キ
ャ
リ

ア
・
就
職

支
援
を

行
っ
て
い

る
。
就
職

支
援
は
三

年
次
か
ら

本
格
的
に

開
始
し
、

十
二
月
の
就
職
活
動
解
禁
日
を
前
に

し
た
十
一
月
に
は
二
日
間
業
界
企
業

説
明
会
を
開
催
し
た
。
後
期
定
期
試

験
の
終
了
し
た
二
月
十
二
日
か
ら

は
、
四
日
間
に
亘
り
本
学
と
し
て
は

過
去
最
大
規
模
の
学
内
企
業
説
明
会

を
開
催
し
た
。
十
二
・
十
三
日
は
食

品
関
連
企
業
、
十
四
・
十
五
日
は
管

理
栄
養
士
採
用
企
業
の
人
事
採
用
担

当
者
が
来
校
さ
れ
企
業
説
明
等
を

行
っ
た
。

　

毎
年
企
業
説
明
会
参
加
企
業
様
か

ら
は
多
く
の
内
定
を
頂
い
て
お
り
、

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
就
職
支

援
事
業
の
中
で
も
最
重
要
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
管
理
栄
養

学
科
生
に
比
べ
て
食
品
学
科
生
の
参

加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で

あ
る
。
就
職
希
望
者
は
、
今
後
開
催

の
就
職
関
連
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
て
ほ
し
い
。

業界・企業説明会
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入学式
（H24.4.1）

奨学金授与式（学業成績優秀奨学生）
（H24.5.17）

東京都食育フェア
（H24.10.6～10.7）

一日警察署長防犯キャンペーン
（H24.6.10）

食品関係業界・企業説明会
（H24.11.26）

地域共創活動（わんぱく相撲）
（H24.5.20）

防災訓練
（H24.10.11）

１年次生マナー講座
（H24.6.25）

管理栄養士業界・企業説明会
（H24.11.28）

体育祭
（H24.5.28）

聖栄葛飾祭
（H24.11.3～11.4）

学生との意見交換会
（H24.7.12）

普通救命講習
（H24.12.4）

学友会総会
（H24.4.16）

奨学金授与式（入試成績優秀特待生）
（H24.5.17）

平成24年度　東京聖栄大学フォトグラフィー
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て
い
ま
す
。
己
を
信
じ
る
事
を
自
信

と
言
い
ま
す
。
自
信
を
持
っ
て
大
き

く
羽
ば
た
い
て
下
さ
い
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
後
援
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
日
頃
の
後
援
会
へ
の
ご

協
力
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
卒
業
生
の
就
職

内
定
状
況
は
、
昨
年
度
よ
り
改
善
し

二
月
末
現
在
で
昨
年
同
日
比
七
ポ
イ

ン
ト
プ
ラ
ス
の
八
三
％
で
あ
る
。

　

学
科
別
に
は
、管
理
栄
養
学
科
は
、

管
理
栄
養
士
職
を
中
心
に
昨
年
同
日

比
約
十
ポ
イ
ン
ト
プ
ラ
ス
の
内
定
率

九
十
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
は
、

東
京
都
栄
養
士
採
用
試
験
の
五
名
合

格
な
ど
合
計
七
名
が
公
務
員
試
験
に

合
格
し
た
。

　

食
品
学
科
は
、
今
年
も
多
く
の
学

生
は
食
品
企
業
の
研
究
・
技
術
・
製

造
職
や
調
理
職
な
ど
に
内
定
し
て
い

る
。
九
月
卒
業
の
学
生
は
、
食
品
会

副
会
長
挨
拶

後
援
会
副
会
長　

平
川　

真
弓

　

桜
の
蕾
も
膨
ら
み
、
卒
業
、
進
学

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
後
援
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
の

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
が
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
事

は
、
何
で
も
興
味
を
持
ち
ベ
ス
ト
を

尽
く
す
事
で
す
。
よ
く
「
自
分
に
は

関
係
が
な
い
事
だ
。」
と
か
「
や
っ

た
こ
と
が
な
い
、
経
験
が
な
い
か
ら

出
来
ま
せ
ん
。」
と
自
分
か
ら
逃
げ

て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
が
、
人
生
に

お
い
て
大
き
な
損
を
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
世
の
中
に
自
分
に
関
係
な

い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
っ
て
い
て

損
す
る
こ
と
な
ど
一
つ
も
な
い
の
で

す
。
何
事
に
も
興
味
を
持
ち
た
く
さ

ん
の
引
き
出
し
を
作
っ
て
下
さ
い
。

全
て
始
ま
り
が
あ
り
、
何
事
も
最
初

は
未
経
験
な
の
で
す
。
努
力
を
し
た

か
ら
と
い
っ
て
全
て
が
上
手
く
い
く

と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
努
力
を
し
な

い
人
に
は
決
し
て
報
わ
れ
る
事
は
な

い
の
で
す
。
皆
が
貴
方
方
を
応
援
し

４月１日（月）	 学年開始
４月１日（月）	 入学式
４月２日（火）～６日（土）
	 ガイダンス等
４月８日（月）	 前期授業開始
５月31日（金）	学園創立記念日
８月３日（土）	 前期授業終了
８月12日（月）	 夏期休暇開始
９月21日（土）
	 夏期休暇終了・前期終了
９月24日（火）
	 後期開始・後期授業開始
11月７日（木）・８日（金）
	 大学祭準備
11月９日（土）～10日（日）
	 聖栄葛飾祭
11月11日（月）
	 大学祭後片付（休講）
11月12日（火）	 代日休校
12月23日（月）	 授業終了
12月24日（火）	冬期休暇開始
１月６日（月）	 冬期休暇終了
１月７日（火）	 授業再開
２月３日（月）	 後期授業終了
３月20日（木）	 卒業式
３月31日（月）	 学年終了

平成25年度

学　年　暦

平
成
二
十
五
年
度

後
援
会
総
会
開
催
に
つ
い
て

一
．
日　

時

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
（
月
）

　
　

午
前
十
一
時
頃

　
　
（
入
学
式
に
引
続
き
）

二
．
場　

所

　
　

わ
た
な
べ
記
念
館
（
講
堂
）

一
時
間
程
の
お
時
間
で
す
。
ご
出
席

戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
４年次生の主な就職進学予定先

【就職】
＜管理栄養士・栄養士職＞
（公務員）　東京都栄養士、千葉県栄養士
（病院）　オーククリニックフォーミズ病院
（福祉施設）　(社福)葛飾会　かつしか苑、(社福)さ
くらぎ会　特養こもれびの郷、(社福)サン・ビジョ
ン　グレイスフル塩尻、(社福)草加福祉会　特養
フェリス、(社福)双樹会　特養リバーサイド、(社福)
馬橋福祉会、㈱ユニマットそよ風、ワタミの介護㈱
（保育園）　育正保育園、葛飾区たつみ保育園、久
留米みのり保育園、洗足池保育園、ひかり学園、
レインボー保育園
（給食会社）　栄養食㈱、エームサービス㈱、㈱グ
リーンハウス、(有)昊栄、㈱センダン、㈱ニッコク
トラスト、日清医療食品㈱、日本給食サービス㈱、
富士産業㈱、㈱メフォス、㈱LEOC
（薬局・その他）　㈱シルバーライフ、㈱セイジョー、
㈱ツルハ、㈱美高商事
＜一般企業＞
㈱アクセル、㈱イオンイーハート、伊藤製パン㈱、
㈱大戸屋、㈱柿安本店、カネ美食品㈱、㈱キャメ
ル珈琲、三州製菓㈱、山武郡市農業協同組合、㈱叙々
苑、新宿やまと楽、㈱すかいらーく、第一生命保
険㈱、太平洋セメント㈱中央研究所、㈱ダイヤモ
ンドダイニング、㈱トーエイビジコム、㈱ドルチア、
㈱ニッセーデリカ、日本生命保険相互会社、㈱ハー
トサウンズ、パン小麦工房　櫻、㈱富士商事、フ
ジパン㈱、㈱ミリオンエンタプライズ、㈱モスフー
ドサービス、㈱ラムラ、㈱ワイズ・パートナーズ、
和幸フーズ㈱
＜公務員行政職＞　船橋市（上級一般行政）
＜学校＞
　武蔵野栄養専門学校（助手）
　華学園栄養専門学校（助手）
【進学】
　�千葉大学大学院、東京家政大学大学院、聖徳大
学大学院

●�

聖
栄
葛
飾
祭
（
大
学
祭
）

　

十
一
月
三
・
四
日
に
『
聖
栄
葛
飾

祭
』
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
「
野

菜
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
模
擬
店
で
は

一
食
に
含
ま
れ
る
野
菜
量
の
表
示

学
友
会
活
動
報
告

進
路
状
況

社
で
食
品
衛
生
管
理
者
の
職
種
に
て

採
用
さ
れ
た
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
関
係

教
職
員
と
協
力
し
、
就
職
未
内
定
者

に
対
し
て
全
力
で
就
職
支
援
を
継
続

し
て
い
く
。

　

ま
た
、
現
三
年
次
生
の
実
質
的
な

就
職
活
動
は
昨
年
十
二
月
よ
り
開
始

し
、
こ
の
春
休
み
に
就
職
戦
線
は
本

格
化
す
る
。
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
学
生
が
希
望
企
業
か
ら
の
就
職

内
定
を
得
る
べ
く
、
支
援
体
制
を
よ

り
強
化
し
て
い
く
。

等
、
工
夫
を

凝
ら
し
た
装

飾
が
な
さ
れ

た
。
な
お
、

売
上
の
一
部

を
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
金
と

し
て
葛
飾
区

社
会
福
祉
協
議
会
に
持
参
し
、
表
彰

を
受
け
た
（
写
真
）。


